
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 62 単位 122 単位 145 単位 14 単位 0 単位 13 単位時間

144 人 166 人 人 1 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 4

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 12

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総授業時数 294

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 14

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

美容師、ヘアデザイナー、ヘアメイクアップアーティスト、アイリスト等の美容室やサロン

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/

74
■進学者数 8
■その他

0

うち企業等と連携した演習の授業時数 2

うち必修授業時数 0

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

1

（令和4年度卒業生）

46
■地元就職者数 (F)　　　　　　　 39
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

85

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 62
■就職希望者数 (D)　　　　　： 46
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和４年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
「ありがとうといわれる美容のプロになる」をビジョンとし、メイク・エステ・ネイルなど「美」の知識・技術をトータルに身に着け、美容の関連分野において、活躍する人材を育成す
るため、必要とされる知識と技術を教授する事を目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

入学後、半年間はメイク・エステ・ネイルがトータルに学べ、自分の好きをトコトン学べる選択授業も豊富。現場経験を重ねて即戦力になれる有給企業インターンシップ制度もあ
る。主な取得可能な資格は、メイク検定アドバンスやネイリスト技能検定2級等。美容師免許取得コースでは、美容師国家資格取得もめざせる。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総単

位数
講義 演習 実習 実験 実技

衛生 衛生専門課程 トータルビューティー科 平成14(2002)年度 - 平成29(2017)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

令和5年7月31日

812-0013

092-434-7131
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人三幸学園 昭和60年3月8日 昼間　一彦 東京都文京区本郷三丁目23番16号
113-0033

03-3814-6151

福岡ビューティー
アート専門学校

平成12年3月31日 岩本　克也 福岡県福岡市博多区博多駅東1－16－28

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/
https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/


人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 22

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 23

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

23

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

①

③

③

③

③

-

-

-

-

（年間の開催数及び開催時期）

令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

磯部　朗子 福岡ビューティーアート専門学校　副校長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

野呂　晃大 特定非営利活動法人日本ヘアカラー協会
令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

長谷　栄次 有限会社アージュ

令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

清水　智子 株式会社ソシエ・ワールド

本多　未佐 福岡ビューティーアート専門学校　副校長

令和5年7月31日現在

土屋　正美 福岡ビューティーアート専門学校　教務主任
令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

三宅　洋之 福岡ビューティーアート専門学校　教務主任
令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

名　前 所　　　属 任期

宮本　恒平 株式会社田谷
令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の
編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

企業等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行い、実践的かつ専門的な職業教育を実施することを目的として、教育課
程編成委員会を設置する。委員会は次の各号に掲げる事項を審議し、授業科目の開設や授業方法の改善・工夫に生かす。
　（１）カリキュラムの企画・運営・評価に関する事項
　（２）各授業科目の内容・方法の充実及び改善に関する事項
　（３）教科書・教材の選定に関する事項
　（４）その他、教員としての資質・能力の育成に必要な研修に関する事項等
またより正確に業界における動向や求められる人材要件を把握するため、就職・実習先企業や業界団体、資格・検定団体等と
関係性を深め、幅広く連携を図ることで、業界の求めるニーズを確実に捉え、本校のカリキュラムや授業内容に反映する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の情報・意思を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業
教育を実施するに相応しい教育課程の編成を協力して行うものとして位置づけている。
具体的には、審議を通じて示された教育課程編成に係る意見を基に、副校長および各校教務チームによって教育課程および
シラバスの改善素案が作成され、美容分野専門委員会にて提案される。
提案に基づき、美容分野専門委員会にて審議の上、次年度の教育課程およびシラバスに改善内容が反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

仲　晋治 （株）阪急阪神百貨店

年2回　（6月、11月）

（開催日時（実績））
第１回　令和4年 6月23日　15:00～16:30
第２回　令和4年11月10日　15:00～16:30



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容 Z世代の学生の特徴を理解し指導・育成に関する情報を掴む

Z世代傾向解説セミナー 連携企業等： リカレント株式会社

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

着付けⅠ 着付に関する知識・技術を身につける KWプロジェクト

観察力と洞察力を養い芸術を理解する カラープラネット

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実践的な指導を施すにあたり、美容業界における実績や、実践的かつ専門的な知識・技術およびその指導能力を有する指導
者が得られる企業等を選定し、実践計画の作成から連携を図る。美容業界の求める人材要件に沿った計画、および評価基準・
方法を設定し、企業等からのフィードバックに基づいた成績評価を行うことを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

委員会にていただいた以下の意見について対応をおこなっている。
【頂いたご意見】
社会人として必要な所作やマナー、笑顔で対応するスキルを高めてほしい。また、技術面においては美容に関する知識・技術
は勿論だがお客様へ触れるという意識でタッチアップの丁寧さを身に着けプロ意識を高めて欲しい。
【対応策】
社会人として必要な所作やマナーについては授業内での指導と合わせ、日々の学校生活での指導を徹底する。また、実践的
な授業を通しお客様目線での技術提供を強化する。

VR導入について

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

＊授業内容について
　2年次に2週間程度、連携企業先で現場実習を実施し、美容業界への知識や社会人としてのマナーを習得する。
＊評価について
　連携企業による項目別の評価をもとに最終評価に反映させ、成績認定を行うものとする。

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

対象： 教職員（50名）2023年3月30日（木）

②指導力の修得・向上のための研修等

デッサン・イラストレー
ション

着付けⅡ 着付に関する知識・技術を身につける KWプロジェクト

施設実習
美容業界の現場で求められる資質や運営方法を具体的に
理解する

(株)ミス・パリ他

インターンシップⅠ－Ⅰ
美容に携わるお仕事スタッフとして必要な社会人基礎力を身
に付ける

Total Infinity他

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日の美容業界を担う人材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業界ならび
に実務に関する最新の知識を持ち、指導スキルを身につけようという向上心がなければならない。そのために、「研修等に係る
諸規程」に基づき、計画的に以下の研修を実施している。
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を修得するための研修
・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修

BA分野サマーセミナー 連携企業等： 株式会社ⅲ

2022年8月19日(金) 対象： 教職員（10名）



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

種別

企業等委員

地域住民

企業等委員

企業等委員

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf

公表時期：
令和5年7月31日

株式会社TAT
令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

梅原　彩 一般社団法人 日本化粧品検定協会
令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

能勢　健次

竹内　弘行 株式会社かいのホールディングス
令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

久芳　幸子 有限会社西岡総業
令和5年4月1日～
令和6年3月31日(1年)

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）学校関係者評価結果の活用状況
【頂いたご意見】
コロナ禍が落ち着き、リモートで実施する事での効率アップの部分は継続し、学生が実際に行うコンテスト等は緊張感から得ら
れるものも多くある為、やはり対面での実施が望ましい。デジタル化での効率化を継続しながら、現場で必要とされるコミュニ
ケーション力や人と接する際のマナーなどの指導に力を入れて欲しい。
【対策】
今後もVRなどで得られる学びを継続し、コミュニケーションを通しお客様と接する実践的な授業を展開していく。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和5年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

Z世代の特徴を理解し指導力向上につなげる

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者として、関連分野の業界関係者及び卒業生、地域に根差した関連企業と共に、学校関係者評価委員会を設置し
て、教育目標や教育について評価し、その評価結果を次年度の教育活動および学校運営の改善の参考とする。
学校関係者評価は、「専修学校における学校評価のガイドライン」の評価項目を使用して実施した自己点検・自己評価の結果
を基に「実施することを基本方針とする。また評価結果は学校のホームページで公表し、委員会で得られた意見についてはす
みやかに集約し、各業務担当者にフィードバックすることで、学校運営の改善に生かすものとする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

BA分野サマーセミナー 連携企業等： 株式会社リクルート

①専攻分野における実務に関する研修等

（３）研修等の計画

美容業界の魅力、最新トレンド、業界教育について

2023年8月22日（火） 対象： 教職員（15名）

Z世代について 連携企業等： リカレント株式会社

②指導力の修得・向上のための研修等

2023年9月26日（火） 対象： 教職員（21名）
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（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/fukuoka-beauty/disclosure/
公表時期： 令和5年7月31日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価結果
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事
（６）学生の生活支援 生活上の諸問題への対応
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、就学支援

（２）各学科等の教育 学科概要、カリキュラム、シラバス、客観的な指標の算出方法、卒業要
（３）教職員 教員数、組織、専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み、実習実技への取り組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に則って情報提供を行うことを基本方針とし、以下の姿を目指
す。
１．学校の指導方針や課題への対応方法等に関し、教職員・生徒間、学校・家庭間の共通理解が深まり、教育活動の活性化
や学校運営の円滑化につなげること。
２．入学希望者やその保護者に対し、進路選択に当たっての有用な情報を提供するとともに、一人ひとりの能力・適性にあった
望ましい進路の実現に資すること。
３．キャリア教育・職業教育をはじめとした教育活動の状況等について、業界関係者に情報提供することで、相互の対話が促さ
れ、実習・就職指導等企業等との連携による活動の充実や、業界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の改善につなげるこ
と。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標および計画

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関
する情報を提供していること。」関係
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1 ○
サロンマナー
Ⅰ

敬語の使い方や履歴書の書き方、ビジネス
文書の書き方など社会人としての考え方、
ルールやマナーを身につける

1
・
前

30 2 ○ ○ ○

2 ○
カ ラ ー コ ー
ディネートⅠ

色に関する知識、法則、技法を理解する
1
・
前

30 2 ○ ○ ○

3 ○
未来デザイン
プログラムⅠ

三幸学園の教育理念である「技能と心の調
和」を体現する為の授業として、7つの習慣
を体系的に学ぶことで、社会人／職業人と
してあるべき人格を高め、主体性を発揮し
て物事にチャレンジできる人材に成長する

1
・
前

15 1 ○ ○ ○

4 ○
デッサン・イ
ラ ス ト レ ー
ション

観察力と洞察力を養い芸術を理解する
1
・
前

30 2 ○ ○ ○ ○

5 ○ 皮膚学Ⅰ

皮膚の働きのしくみを理解し、美しく健康
に保つためのスキンケアの方法を学ぶ
・皮膚の基礎知識
・美容上大切な皮膚の６つの働き

1
・
前

30 2 ○ ○ ○

6 ○ 生理学Ⅰ
人体の仕組み、構造と働きの基本を理解す
る（骨格系・筋系・神経系）

1
・
前

30 2 ○ ○ ○

7 ○ 栄養学Ⅰ

人間の栄養素の必要量、食品成分、食料の
消費と経済、食習慣、食品の栄養価、食事
と健康を理解する（５大栄養素 ・栄養所
要量・食物摂取とその消化吸収）

1
・
前

15 1 ○ ○ ○

8 ○ 香粧品学Ⅰ

化粧品の法律上の扱いや分類、取り扱い上
の留意点、化粧品の目的と機能、使用され
る主な原料を学ぶ（化粧品概論・ネイル、
メイク、ヘアケア化粧品・フレグランス・
化粧品の原料）

1
・
前

15 1 ○ ○ ○

9 ○

エステティッ
ク概論・衛生
学・関係法規
Ⅰ

エステティックの全体像を正しく理解し、
本質を知る。法の基礎知識を学び、エステ
ティックに関わる法律、自主基準を理解す
る。

1
・
前

15 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（衛生専門課程　トータルビューティー科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



10 ○
ベーシックエ
ステⅠ

身体や皮膚の生理機能に基づいたフェイ
シャル・ボディトリートメントを学び、
エステティックの流れ、基本の手技を覚え
一つ一つの手技の意味を理解する

1
・
前

60 2 ○ ○ ○ ○

11 ○
ベーシックネ
イルⅠ

ネイルについて歴史などの背景から始まり
各部名称や病気・消毒法などを理解し、
基礎的なケアカラー技術を実践できる

1
・
前

60 2 ○ ○ ○ ○

12 ○
ベーシックメ
イクⅠ

スキンケアからフルメイクまでのメイクの
技術を習得し現場を意識して実践できるよ
うになる

1
・
前

60 2 ○ ○ ○ ○

13 ○ 就職対策Ⅰ
社会人としてのマナーやルールを学び就職
内定につなげる

1
・
前

15 1 ○ ○ ○

14 ○ モデル入門
モデルに必要なことを学ぶ
（基本姿勢・歩き方・ルールやマナー・業
界知識）

1
・
前

30 1 ○ ○ ○ ○

15 ○
カ ラ ー コ ー
ディネートⅡ

色に関する知識、法則、技法を理解する
1
・
後

30 2 ○ ○ ○

16 ○
未来デザイン
プログラムⅡ

三幸学園の教育理念である「技能と心の調
和」を体現する為の授業として、7つの習慣
を体系的に学ぶことで、社会人／職業人と
してあるべき人格を高め、主体性を発揮し
て物事にチャレンジできる人材に成長する

1
・
後

15 1 ○ ○ ○

17 ○ 就職対策Ⅱ
社会人としてのマナーやルールを学び就職
内定につなげる

1
・
後

15 1 ○ ○ ○

18 ○
サロンマナー
Ⅱ

敬語の使い方や履歴書の書き方、ビジネス
文書の書き方など社会人としての考え方、
ルールやマナーを身につける

1
・
後

15 1 ○ ○ ○

19 ○
SNS ・ WEB ・
フォトスキル

美容業界の現状やニーズを把握し、SNS・
WEB・フォトスキルを活用したマーケティン
グ・集客を理解し実践できるようになる

1
・
後

15 1 ○ ○ ○ ○

20 ○ 皮膚学Ⅱ

皮膚の働きのしくみを理解し、美しく健康
に保つためのスキンケアの方法を学ぶ
・肌の美しさを損ねる要因・様々な肌状態
・肌と環境・肌分析

1
・
後

30 2 ○ ○ ○

21 ○ 生理学Ⅱ
人体の仕組み、構造と働きの基本を理解す
る（内分泌系・呼吸器系・循環器系・消化
器系・生殖器系）

1
・
後

30 2 ○ ○ ○

22 ○ 栄養学Ⅱ

人間の栄養素の必要量、食品成分、食料の
消費と経済、食習慣、食品の栄養価、食事
と健康を理解する（栄養学から見た食品・
健康と栄養・サプリメント・食品添加物）

1
・
後

15 1 ○ ○ ○



23 ○ 香粧品学Ⅱ

化粧品の法律上の扱いや分類、取り扱い上
の留意点、化粧品の目的と機能、使用され
る主な原料を学ぶ（フェイシャル、ボディ
化粧品・化粧品に用いられる薬剤とその働
き）

1
・
後

15 1 ○ ○ ○

24 ○
ベーシックネ
イルⅡ

ネイル技術の基本を学び実践でき、さらに
基礎に加えてＪＮＡ２級課題である爪の補
修・補強を学ぶ

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

25 ○
ベーシックエ
ステⅡ

身体や皮膚の生理機能に基づいたフェイ
シャル・ボディトリートメントを学び、
エステティックの流れ、基本の手技を覚え
一つ一つの手技の意味を理解する

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

26 ○
ビューティー
カウンセリン
グ

メイクの業界で求められる人材や接客にお
いての言葉使いを学び、また化粧品のブラ
ンドについての知識を研究し実践力を身に
つける

1
・
後

30 2 ○ ○ ○

27 ○ 検定メイクⅠ
メイクの基礎知識や技術を学びメイク検定
合格をする

1
・
後

45 3 ○ ○ ○

28 ○
ヘアアレンジ
Ⅰ

頭部の名称からヘアアレンジの基礎知識・
現場での基礎技術を出来る様にする

1
・
後

60 2 ○ ○ ○

29 ○
パーソナルメ
イク

基礎技術をテーマに合わせる(応用)メイク
アップが出来るようになる

1
・
後

45 1 ○ ○ ○

30 ○
ベーシックメ
イクⅡ

前期に学んだ基礎を生かしテーマに合わせ
たメイク技術を習得しメイク検定合格を目
指す

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

31 ○
エステティッ
クカウンセリ
ングⅠ

一人ひとりの心や体の悩みの相談に応じて
人間的な理解を深めて、悩みを解決へと導
く心理学に基づく療法を理解する

1
・
後

15 1 ○ ○ ○ ○

32 ○

エステティッ
ク概論・衛生
学・関係法規
Ⅱ

エステティックの全体像を正しく理解し、
本質を知る。法の基礎知識を学び、エステ
ティックに関わる法律、自主基準を理解す
る

1
・
後

15 1 ○ ○ ○ ○

33 ○
プ ロ フ ェ イ
シャルⅠ

トラブル別に使用する化粧品・機器を理解
し、その使用方法・注意事項・禁忌事項を
学び肌の状態にあったトリートメントを提
供できる知識、技術を身につける

1
・
後

60 2 ○ ○ ○ ○

34 ○ プロボディⅠ

全身のマッサージを学び、採寸から分析し
クライアントに合わせたマッサージを提供
する。注意事項・禁忌事項を学び身体の状
態にあったトリートメントを提供できる知
識、技術を身につける

1
・
後

60 2 ○ ○ ○ ○



35 ○
ア ロ マ テ ラ
ピーⅠーG

アロマテラピーの基礎知識、精油のプロ
フィール、トリートメント法、嗅覚のメカ
ニズムや脳の構造から香りの作用、健康
学、アロマテラピーに関わる法律問題・資
格制度を学ぶ

1
・
後

15 1 ○ ○ ○ ○

36 ○
ア ロ マ テ ラ
ピーⅠ

アロマテラピーの基礎知識、精油のプロ
フィール、トリートメント法、嗅覚のメカ
ニズムや脳の構造から香りの作用、健康
学、アロマテラピーに関わる法律問題・資
格制度を学ぶ

1
・
後

30 2 ○ ○ ○ ○

37 ○
スカルプチュ
ア

ＪＮＥＣ１級課題となるスカルプチュア・
イクステンションの基礎を学び、知識とと
もに技術向上を目指し、アクリリックの特
性を理解して施術が出来る

1
・
後

45 1 ○ ○ ○

38 ○
ネイルケア＆
ネイルアート
ⅠーF

ＪＮＥＣ2級検定へ向けて、ニッパーのハン
ドリングやファイリング技術の強化と共
に、様々なネイルアート（フラット）を描
くことが出来る

1
・
後

45 2 ○ ○ ○

39 ○ 検定対策Ⅰ

ＪＮＥＣ３級検定を取得し、更なる上の級
やＪＮＡジェル検定初級の取得を目指し、
ネイリストとしての基礎の完全にマスター
し、実践できる

1
・
後

45 3 ○ ○ ○ ○

40 ○
ジェルネイル
Ⅰ

ジェルの基礎を学び知識とともに技術向上
を目指し、特性を理解して説明して施術が
出来る

1
・
後

45 1 ○ ○ ○

41 ○ コンテストⅠ
授業内で技術を磨き競わせ、自身で諦めな
い気持ちやモチベーションを向上させ維持
することを実践できる

1
・
後

15 1 ○ ○ ○

42 ○
フェイシャル
＆ボディⅠ

身体や皮膚の生理機能に基づいたフェイ
シャル・ボディトリートメントを学び、
エステティックの流れ、基本の手技を覚え
一つ一つの手技の意味を理解する

1
・
後

45 1 ○ ○ ○ ○

43 ○
ネイルアート
Ⅰ

ＪＮＥＣ３級のアートに加えて、更に上級
検定やサロンで通用するネイルアートの技
法を学び習得し、アートでの色使いや筆の
使い方を習得する

1
・
後

30 1 ○ ○ ○ ○

44 ○ ネイル演習

ＪＮＥＣ３級の取得をして、更に上級のＪ
ＥＣ２級検定へ向けて付け爪などの技術を
習得し、より深くネイルケアの大切さを理
解する

1
・
後

30 1 ○ ○ ○ ○

45 ○
パーソナルヘ
ア＆メイクⅠ

頭部の名称からヘアアレンジの基礎知識・
現場での基礎技術を出来る様にする

1
・
後

30 1 ○ ○ ○ ○



46 ○ 検定メイクⅡ
前期に学んだ基礎を生かしテーマに合わせ
たメイク技術を習得しメイク検定合格を目
指す

1
・
後

30 2 ○ ○ ○ ○

47 ○
スマホフォト
技術

スマートフォンを使って作品撮りや自撮り
のテクニックを身に付ける

1
・
後

15 1 ○ ○ ○ ○

48 ○
自 己 プ ロ
デュース

客観的な分析力と表現力を身に付ける
1
・
後

15 1 ○ ○ ○ ○

49 ○
パーソナルス
タイル

顔のパーツを最も美しく引き立てるメイ
ク・理論を習得する

1
・
後

15 1 ○ ○ ○ ○

50 ○
ビューティー
フード

美容と健康に効果的な食の伝統と知識・食
事法を理解する

1
・
後

15 1 ○ ○ ○ ○

51 ○
サロンワーク
Ⅰ－Ｆ

実際のサロンでのお客様対応や施術を学
び、トラブルの回避を自身で考え対応で
き、実践を通して技術を習得する

1
・
後

45 1 ○ ○ ○

52 ○
パ ー ソ ナ ル
コーディネー
トⅠ

外見を創り上げる基本要素を押さえパーソ
ナルカラー、色彩心理、TPOに合わせ戦略的
に外見を味方につけられるよう演出能力を
創り上げる

1
・
後

30 2 ○ ○ ○

53 ○ ヘア&メイク

前期に学んだ基礎を生かしテーマに合わせ
たメイク技術を習得しメイク検定合格を目
指す。頭部の骨格を知り髪の毛の扱い方か
らヘアアレンジまでを習得し、実践してい
く。

1
・
後

60 2 ○ ○ ○

54 ○ 着付けⅠーH 着付に関する知識・基礎技術を身につける
1
・
後

30 1 ○ ○ ○

55 ○ 栄養管理Ⅰ
健康的で美しい体を目指すために正しい知
識を身に付け、今後のボディメイクに役立
てる

1
・
後

15 1 ○ ○ ○

56 ○
ウォーキング
Ⅰ

モデルとしての意識を持ち、今の自分（体
型や個性）を自覚し、美しいウォーキング
の技術を学びながら、クラスのレベルを上
げる

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

57 ○ ポージングⅠ
モデルとは何か何を使えなくてはならない
のかモデルとしての基礎・基本を理解して
もらう

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

58 ○
ボディエクサ
サイズⅠ

自宅でできるエクササイズをやり方、正し
いフォーム等を覚え生活の中で身体を動か
す習慣付けをする

1
・
後

30 1 ○ ○ ○



59 ○
セ ル フ プ ロ
デュースⅠ

芸能の世界での理想と現実の違い。それら
を認識させる為に、根本的な一人一人の強
みと弱みを 浮き彫りにしてく作業を中心に
展開する授業

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

60 ○
ボイストレー
ニングⅠ

話し方が与える第一印象の重要性を理解
し、印象良く話す為に基礎知識を身に付け
させる

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

61 ○ 演技Ⅰ
脚本において、自分の周りの状況を把握
し、役作りをして、役の感情を相手に伝え
られる様にする

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

62 ○ 撮影Ⅰ

撮影の基本姿勢を考え、ポージングを作れ
る意識づくりをできるようにする。自分を
アピールする長所と短所を理解し、独自の
コンポジットブック作成の方法論を考える

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

63 ○
メ ン タ リ
ティーメイキ
ングⅠ

モデル（芸能界）に向けての意識改革と揺
るがない精神の土台をつくる

1
・
後

15 1 ○ ○ ○

64 ○
サロンワーク
Ⅱ－Ｆ

マーケティング、サロンマネジメント、顧
客管理について学びサロン運営を行う

２
・
前

45 1 ○ ○ ○

65 ○
サロンワーク
Ⅲ－Ｆ

マーケティング、サロンマネジメント、顧
客管理について学びサロン運営を行う

２
・
後

45 1 ○ ○ ○

66 ○ 施設実習
美容業界の現場で求められる資質や運営方
法を具体的に理解する

２
・
通

80 2 ○ ○ ○ ○

67 ○ 就職対策Ⅲ

卒業時にはすべての人に感謝の気持ちを持
ち愛される存在になっている。また、人間
力が構築されて、社会人として自信をもっ
て送り出せる人材

２
・
前

15 1 ○ ○ ○

68 ○ 就職対策Ⅳ

卒業時にはすべての人に感謝の気持ちを持
ち愛される存在になっている。また、人間
力が構築されて、社会人として自信をもっ
て送り出せる人材

２
・
後

15 1 ○ ○ ○

69 ○ 着付けⅠ－Ａ 着付に関する知識・技術を身につける
２
・
前

30 1 ○ ○ ○

70 ○ 着付けⅠ 着付に関する知識・技術を身につける
２
・
前

30 1 ○ ○ ○ ○

71 ○ 着付けⅡ 着付に関する知識・技術を身につける
２
・
後

30 1 ○ ○ ○ ○



72 ○
ヘアアレンジ
Ⅱ

１年次に学んだ基礎技術を応用し和装から
洋装までシーンに合わせたヘアアレンジ技
術を現場を意識して実践できるようにする

２
・
前

45 1 ○ ○ ○

73 ○
ヘアアレンジ
Ⅲ

１年次に学んだ基礎技術を応用し和装から
洋装までシーンに合わせたヘアアレンジ技
術を現場を意識して実践できるようにする

２
・
後

45 1 ○ ○ ○

74 ○
ビューティー
カウンセラー
メイクⅠ

イメージに合わせたポイントメイク技術を
学び、イメージを意識したメイク技術を実
践する。スキンケア・スキンケア対処方接
客についてを習得する。

２
・
前

60 4 ○ ○ ○

75 ○
ビューティー
カウンセラー
メイクⅡ

イメージに合わせたポイントメイク技術を
学び、イメージを意識したメイク技術を実
践する。スキンケア・スキンケア対処方接
客についてを習得する。

２
・
後

60 4 ○ ○ ○

76 ○
ブライダルメ
イクⅠ

ブライダルのシーンに合ったメイク技術を
学ぶ。現場を意識した技術を出来る様にな
る。

２
・
前

45 2 ○ ○ ○

77 ○
ブライダルメ
イクⅡ

ブライダルのシーンに合ったメイク技術を
学ぶ。現場を意識した技術を出来る様にな
る。

２
・
後

45 2 ○ ○ ○

78 ○ 特殊メイクⅠ
ボディアート、傷メイクなど特化したシー
ンで活用できる特殊メイク技術を学び実践
できるようにする。

２
・
前

45 2 ○ ○ ○

79 ○ 特殊メイクⅡ
ボディアート、傷メイクなど特化したシー
ンで活用できる特殊メイク技術を学び実践
できるようにする。

２
・
後

45 2 ○ ○ ○

80 ○
アーティスト
メイクⅠ

ショーや撮影などで施すメイク技術を身に
つけ、現場において実践できるようにする

２
・
前

45 2 ○ ○ ○

81 ○
アーティスト
メイクⅡ

ショーや撮影などで施すメイク技術を身に
つけ、現場において実践できるようにする

２
・
後

45 2 ○ ○ ○ ○

82 ○
フ ォ ト ＆
ファッション
Ⅰ

フォト➡写真のレイアウトやモデルのポー
ジング・撮影場所によっての注意点等を理
解し、実践力を身につける
ファッション➡ファッションとメイクにつ
いての関連性・傾向・知識を知り知識を深
める

２
・
前

15 1 ○ ○ ○

83 ○
フ ォ ト ＆
ファッション
Ⅱ

フォト➡写真のレイアウトやモデルのポー
ジング・撮影場所によっての注意点等を理
解し、実践力を身につける
ファッション➡ファッションとメイクにつ
いての関連性・傾向・知識を知り知識を深
める

２
・
後

15 1 ○ ○ ○



84 ○
サロンワーク
Ⅰ－D

マーケティング、サロンマネジメント、顧
客管理について学びサロン運営を行う

２
・
前

60 2 ○ ○ ○ ○

85 ○
サロンワーク
Ⅱ－D

マーケティング、サロンマネジメント、顧
客管理について学びサロン運営を行う

２
・
後

60 2 ○ ○ ○ ○

86 ○
サロンワーク
Ⅰ－Ｅ

マーケティング、サロンマネジメント、顧
客管理について学びサロン運営を行う

２
・
前

60 2 ○ ○ ○ ○

87 ○
サロンワーク
Ⅱ－Ｅ

マーケティング、サロンマネジメント、顧
客管理について学びサロン運営を行う

２
・
後

60 2 ○ ○ ○ ○

88 ○
エステティッ
クカウンセリ
ングⅡ

顧客の悩みや状態について原因・要因を考
え、的確に状態を見極め、カウンセリング
シートを作成する。お手入れとアドバイス
を専門的に行える知識を身につける

２
・
前

30 2 ○ ○ ○ ○

89 ○
エステティッ
クカウンセリ
ングⅢ

顧客の悩みや状態について原因・要因を考
え、的確に状態を見極め、カウンセリング
シートを作成する。お手入れとアドバイス
を専門的に行える知識を身につける

２
・
後

30 2 ○ ○ ○ ○

90 ○
サロントリー
トメントⅠ

選択科目の知識、技術を学ぶ
（東洋医学・フットケア・リンパドレナー
ジュ・アーユルヴェーダー・タラソテラ
ピー・ストーンセラピー）

２
・
前

45 2 ○ ○ ○ ○

91 ○
サロントリー
トメントⅡ

選択科目の知識、技術を学ぶ
（東洋医学・フットケア・リンパドレナー
ジュ・アーユルヴェーダー・タラソテラ
ピー・ストーンセラピー）

２
・
後

45 2 ○ ○ ○ ○

92 ○
エステティッ
ク総論Ⅰ‐A

エステティック知識総合（資格試験対応）
・皮膚学・生理解剖学・栄養学
・化粧品学・概論・衛生・自然科学・電気
学を学ぶ

２
・
前

60 4 ○ ○ ○ ○

93 ○
エステティッ
ク総論Ⅱ‐A

エステティック知識総合（資格試験対応）
・皮膚学・生理解剖学・栄養学
・化粧品学・概論・衛生・自然科学・電気
学を学ぶ

２
・
後

60 4 ○ ○ ○ ○

94 ○
フェイシャル
マニュピレー
ションⅠ

応用トリートメント（資格試験対応）
ベーシックエステ、プロフェイシャルで学
んだハンドテクニック技術、知識を深める

２
・
前

45 2 ○ ○ ○

95 ○
フェイシャル
マニュピレー
ションⅡ

応用トリートメント（資格試験対応）
ベーシックエステ、プロフェイシャルで学
んだハンドテクニック技術、知識を深める

２
・
後

45 2 ○ ○ ○



96 ○
フェイシャル
スキンケアⅠ

応用トリートメント（資格試験対応）
ベーシックエステ、プロフェイシャルで学
んだハンドテクニック技術、知識を深める
電気機器の正しい取り扱い、効果、禁忌事
項、留意点について理解する

２
・
前

45 1 ○ ○ ○

97 ○
フェイシャル
スキンケアⅡ

応用トリートメント（資格試験対応）
ベーシックエステ、プロフェイシャルで学
んだハンドテクニック技術、知識を深める
電気機器の正しい取り扱い、効果、禁忌事
項、留意点について理解する

２
・
後

60 2 ○ ○ ○

98 ○
ボ デ ィ ベ ー
シックⅠ

応用トリートメント（資格試験対応）
ベーシックエステ、プロボディで学んだハ
ンドテクニック技術、知識を深める

２
・
前

45 2 ○ ○ ○

99 ○
ボ デ ィ ベ ー
シックⅡ

応用トリートメント（資格試験対応）
ベーシックエステ、プロボディで学んだハ
ンドテクニック技術、知識を深める

２
・
後

45 2 ○ ○ ○

100 ○
ボディテクニ
カルⅠ

応用トリートメント（資格試験対応）
ベーシックエステ、プロボディで学んだハ
ンドテクニック技術、知識を深める

２
・
前

45 1 ○ ○ ○

101 ○
ボディテクニ
カルⅡ

応用トリートメント（資格試験対応）
ベーシックエステ、プロボディで学んだハ
ンドテクニック技術、知識を深める

２
・
後

60 2 ○ ○ ○

102 ○ プロボディⅡ

ボディテクニック総合（資格試験対応）ク
ライアントに対応した知識、技術の習得
（コンサルテーション・エステティック機
器・ハンドテクニック・接客マナー）

２
・
前

60 2 ○ ○ ○ ○

103 ○ プロボディⅢ

ボディテクニック総合（資格試験対応）ク
ライアントに対応した知識、技術の習得
（コンサルテーション・エステティック機
器・ハンドテクニック・接客マナー）

２
・
後

60 2 ○ ○ ○ ○

104 ○
プ ロ フ ェ イ
シャルⅡ-B

フェイシャルテクニック総合（資格試験対
応）クライアントに対応した知識、技術の
習得（コンサルテーション・エステティッ
ク機器・ハンドテクニック・接客マナー）

２
・
前

90 4 ○ ○ ○ ○

105 ○
プ ロ フ ェ イ
シャルⅢ- B

フェイシャルテクニック総合（資格試験対
応）クライアントに対応した知識、技術の
習得（コンサルテーション・エステティッ
ク機器・ハンドテクニック・接客マナー）

２
・
後

90 4 ○ ○ ○ ○

106 ○
プ ロ フ ェ イ
シャルⅡ‐C

フェイシャルテクニック総合（資格試験対
応）クライアントに対応した知識、技術の
習得をする（コンサルテーション・エステ
ティック機器）

２
・
前

60 2 ○ ○ ○ ○



107 ○
プ ロ フ ェ イ
シャルⅢ‐C

フェイシャルテクニック総合（資格試験対
応）クライアントに対応した知識、技術の
習得をする（コンサルテーション・エステ
ティック機器）

２
・
後

60 2 ○ ○ ○ ○

108 ○
エステティッ
ク総論Ⅰ‐Ｂ

エステティック知識総合（資格試験対応）
（皮膚学・生理解剖学・栄養学・化粧品
学・概論・衛生・自然科学・電気学を学
ぶ）

２
・
前

30 2 ○ ○ ○

109 ○
エステティッ
ク総論Ⅱ‐Ｂ

エステティック知識総合（資格試験対応）
（皮膚学・生理解剖学・栄養学・化粧品
学・概論・衛生・自然科学・電気学を学
ぶ）

２
・
後

30 2 ○ ○ ○

110 ○
エステティッ
ク総論Ⅰ‐C

アロマテラピー検定対策　（H専攻対応）
アロマテラピーⅠで学んだ知識の総復習
選択科目の理論を学ぶ（東洋医学・フラ
ワーレメディ・アーユルヴェーダー・ロミ
ロミ・カラーセラピー）

２
・
前

15 1 ○ ○ ○

111 ○
エステティッ
ク総論Ⅱ‐C

アロマテラピー検定対策　（H専攻対応）
アロマテラピーⅠで学んだ知識の総復習
選択科目の理論を学ぶ（東洋医学・フラ
ワーレメディ・アーユルヴェーダー・ロミ
ロミ・カラーセラピー）

２
・
後

15 1 ○ ○ ○

112 ○
ア ロ マ テ ラ
ピー総論Ⅰ

エステティック知識総合
（スキンタッチと効果・脳の誕生と進化・
機能・脳神経の構造と働き・心と肥満の関
わり・ハーブのプロフィール）

２
・
前

30 2 ○ ○ ○ ○

113 ○
ア ロ マ テ ラ
ピー総論Ⅱ

エステティック知識総合
（スキンタッチと効果・脳の誕生と進化・
機能・脳神経の構造と働き・心と肥満の関
わり・ハーブのプロフィール）

２
・
後

30 2 ○ ○ ○ ○

114 ○
スパセラピー
Ⅰ

選択科目の技術を学ぶ（東洋医学・フット
ケア・リンパドレナージュ・アーユル
ヴェーダー）

２
・
前

60 3 ○ ○ ○ ○

115 ○
スパセラピー
Ⅱ

選択科目の技術を学ぶ（東洋医学・フット
ケア・リンパドレナージュ・アーユル
ヴェーダー）

２
・
後

60 3 ○ ○ ○ ○

116 ○ 検定対策Ⅱ
1年次に学んだネイル技術に加え、検定合格
に繋がる知識・技術をマスターし、実践で
きる

２
・
前

60 4 ○ ○ ○

117 ○ 検定対策Ⅲ
1年次に学んだネイル技術に加え、検定合格
に繋がる知識・技術をマスターし、実践で
きる

２
・
後

60 4 ○ ○ ○

118 ○
検定対策＆ス
カルプチュア
Ⅰ

1年次に学んだネイル技術に加え、検定合格
レベルの知識技術をマスターし、サロンで
通用するスカルプチュア技術の習得する

２
・
前

60 4 ○ ○ ○



119 ○
検定対策＆ス
カルプチュア
Ⅱ

1年次に学んだネイル技術に加え、検定合格
レベルの知識技術をマスターし、サロンで
通用するスカルプチュア技術の習得する

２
・
後

60 4 ○ ○ ○

120 ○
ジェルネイル
Ⅱ

ジェルの特性を理解し、知識と技術の両面
ともマスターし、お客様にご説明して施術
できる

２
・
前

60 2 ○ ○ ○

121 ○
ジェルネイル
Ⅲ

ジェルの特性を理解し、知識と技術の両面
ともマスターし、お客様にご説明して施術
できる

２
・
後

60 2 ○ ○ ○

122 ○ コンテストⅡ
授業内で技術を磨き競わせ、自身で諦めな
い気持ちやモチベーションを向上させ
維持することを実践できる

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

123 ○ コンテストⅢ
授業内で技術を磨き競わせ、自身で諦めな
い気持ちやモチベーションを向上させ
維持することを実践できる

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

124 ○ ネイルケアⅡ

トリートメント・フットやマシーン技術も
含め、全てのネイル技術の基本であるケア
をマスターして、更なる技術向上を目指し
実践する

２
・
前

45 2 ○ ○ ○

125 ○ ネイルケアⅢ

トリートメント・フットやマシーン技術も
含め、全てのネイル技術の基本であるケア
をマスターして、更なる技術向上を目指し
実践する

２
・
後

45 2 ○ ○ ○

126 ○
ネイルアート
Ⅱ

ポリッシュアートなどのフラットアートか
ら３Ｄアートに至るまでのネイルアート全
てを学び習得する

２
・
前

45 2 ○ ○ ○

127 ○
ネイルアート
Ⅲ

ポリッシュアートなどのフラットアートか
ら３Ｄアートに至るまでのネイルアート全
てを学び習得する

２
・
後

45 2 ○ ○ ○

128 ○
サロンワーク
Ⅰ－Ｇ

マーケティング、サロンマネジメント、顧
客管理について学びサロン運営を行う

２
・
前

30 1 ○ ○ ○ ○

129 ○
サロンワーク
Ⅱ－Ｇ

マーケティング、サロンマネジメント、顧
客管理について学びサロン運営を行う

２
・
後

30 1 ○ ○ ○ ○

130 ○
エステティッ
クカウンセリ
ングⅡ‐G

植物の力に関する知識を持ち、ライフスタ
イルの様々な場面に活用することでカラダ
の内側からも外側からも美しく健康になる
ための知識を学ぶ

２
・
前

15 1 ○ ○ ○ ○

131 ○
エステティッ
クカウンセリ
ングⅢ‐G

植物の力に関する知識を持ち、ライフスタ
イルの様々な場面に活用することでカラダ
の内側からも外側からも美しく健康になる
ための知識を学ぶ

２
・
後

15 1 ○ ○ ○ ○

132 ○
ア ロ マ テ ラ
ピーⅡーG

アロマテラピー検定対策　
アロマテラピーⅠで学んだ知識の総復習と
生活への応用

２
・
前

15 1 ○ ○ ○



133 ○
ア ロ マ テ ラ
ピーⅢーG

アロマテラピー検定対策　
アロマテラピーⅠで学んだ知識の総復習と
生活への応用

２
・
後

15 1 ○ ○ ○

134 ○
フェイシャル
＆ボディⅡ

フェイシャル&ボディⅠで学んだエステ
ティック機器の使用方法・注意事項・禁忌
事項を学び、肌・体の状態に合ったトリー
トメントの理解を深める

２
・
前

60 3 ○ ○ ○ ○

135 ○
フェイシャル
＆ボディⅢ

フェイシャル&ボディⅠで学んだエステ
ティック機器の使用方法・注意事項・禁忌
事項を学び、肌・体の状態に合ったトリー
トメントの理解を深める

２
・
後

60 3 ○ ○ ○ ○

136 ○
ネイルケア＆
ネイルアート
Ⅰ‐G

基礎的なネイル技術から実践的な技術とし
てチップを使った付け爪を学び、ＪＮＥＣ2
級検定取得を目指し、サロンで接客のでき
るアートなども含めて技術を習得する

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

137 ○
ネイルケア＆
ネイルアート
Ⅱ‐G

基礎的なネイル技術から実践的な技術とし
てチップを使った付け爪を学び、ＪＮＥＣ2
級検定取得を目指し、サロンで接客のでき
るアートなども含めて技術を習得する

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

138 ○
検 定 対 策 ＆
ジェルⅠ

JNEC2級・ＪＮＡジェル検定初級取得し、デ
ザインジェルをマスターし、サロンでお客
様に説明しながら施術が出来る

２
・
前

30 2 ○ ○ ○

139 ○
検 定 対 策 ＆
ジェルⅡ

JNEC2級・ＪＮＡジェル検定初級取得し、デ
ザインジェルをマスターし、サロンでお客
様に説明しながら施術が出来る

２
・
後

30 2 ○ ○ ○

140 ○
パーソナルヘ
ア＆メイクⅡ

１年次に学んだ基礎技術を応用し和装から
洋装までシーンに合わせたヘアアレンジ技
術を現場を意識して実践できるようにする

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

141 ○
パーソナルヘ
ア＆メイクⅢ

１年次に学んだ基礎技術を応用し和装から
洋装までシーンに合わせたヘアアレンジ技
術を現場を意識して実践できるようにする

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

142 ○
トータルメイ
クⅠ

イメージに合わせたメイクテクニックを理
解し、施述タイムも意識しながら実践を行
う

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

143 ○
トータルメイ
クⅡ

イメージに合わせたメイクテクニックを理
解し、施述タイムも意識しながら実践を行
う

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

144 ○
ヨ ガ ・ ピ ラ
ティスⅠ

自分自身の身体で体感し五感を通してヨ
ガ・ピラティスの基礎を知る。
根本的な理論を学び、精神肉体両面から働
きかけ自らの美と健康を維持促進する方法
を知る。

２
・
前

30 1 ○ ○ ○



145 ○
ヨ ガ ・ ピ ラ
ティスⅡ

自分自身の身体で体感し五感を通してヨ
ガ・ピラティスの基礎を知る。
根本的な理論を学び、精神肉体両面から働
きかけ自らの美と健康を維持促進する方法
を知る。

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

146 ○ デトックスⅠ
食事・科学物質・環境・ストレスなど体内
に蓄積しやすい有害物質を理解し、解毒排
出方法を知る

２
・
前

15 1 ○ ○ ○

147 ○ デトックスⅡ
食事・科学物質・環境・ストレスなど体内
に蓄積しやすい有害物質を理解し、解毒排
出方法を知る

２
・
後

15 1 ○ ○ ○

148 ○
ダイエット学
Ⅰ

栄養・運動・生活習慣など健康で美しい体
を維持するための方法を知る

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

149 ○
ダイエット学
Ⅱ

栄養・運動・生活習慣など健康で美しい体
を維持するための方法を知る

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

150 ○ 着付けⅡーH
着付けに関する知識・応用技術を身につけ
る

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

151 ○ 着付けⅢーH
着付けに関する知識・応用技術を身につけ
る

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

152 ○
ウォーキング
Ⅱ

モデルとしての意識を持ち、今の自分（体
型や個性）を自覚し、美しいウォーキング
の技術を学びながら、クラスのレベルを上
げる

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

153 ○
ウォーキング
Ⅲ

モデルとしての意識を持ち、今の自分（体
型や個性）を自覚し、美しいウォーキング
の技術を学びながら、クラスのレベルを上
げる

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

154 ○ ポージングⅡ
1年次で学んだ知識を実際に身体を使い色ん
なシチュエーションを想定してポーズ表現
していく

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

155 ○ ポージングⅢ
1年次で学んだ知識を実際に身体を使い色ん
なシチュエーションを想定してポーズ表現
していく

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

156 ○
ボイストレー
ニングⅡ

話し方が与える第一印象の重要性を理解
し、印象良く話す為に基礎知識を身に付け
させる

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

157 ○
ボイストレー
ニングⅢ

話し方が与える第一印象の重要性を理解
し、印象良く話す為に基礎知識を身に付け
させる

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

158 ○ 演技Ⅱ
脚本（現場）において自分やまわりの状況
を把握し、役作りをして役の感情に伝えら
れるようにする

２
・
前

30 1 ○ ○ ○



159 ○ 演技Ⅲ
脚本（現場）において自分やまわりの状況
を把握し、役作りをして役の感情に伝えら
れるようにする

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

160 ○ 栄養管理Ⅱ
栄養学の基礎知識を理解し、健康と栄養・
サプリメント・食品添加物についてアドバ
イスができる

２
・
前

30 2 ○ ○ ○

161 ○ 栄養管理Ⅲ
栄養学の基礎知識を理解し、健康と栄養・
サプリメント・食品添加物についてアドバ
イスができる

２
・
後

30 2 ○ ○ ○

162 ○

イ ン タ ー ナ
シ ョ ナ ル コ
ミ ュ ニ ケ ー
ションⅠ

コレクションや海外でのオーディションや
仕事をしていく中で自らの表現やコミュニ
ケーションをとれるようにする

２
・
前

15 1 ○ ○ ○

163 ○

イ ン タ ー ナ
シ ョ ナ ル コ
ミ ュ ニ ケ ー
ションⅡ

コレクションや海外でのオーディションや
仕事をしていく中で自らの表現やコミュニ
ケーションをとれるようにする

２
・
後

15 1 ○ ○ ○

164 ○
ボディエクサ
サイズⅡ

エクササイズの復習、応用、健康な食事の
摂り方の習慣付けと美しいメリハリのある
身体作り

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

165 ○
ボディエクサ
サイズⅢ

エクササイズの復習、応用、健康な食事の
摂り方の習慣付けと美しいメリハリのある
身体作り

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

166 ○ ダンスⅠ
自分の個性を認識し、自分らしいポージン
グや服の見せ方、表情や表現力の幅を広げ
る

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

167 ○ ダンスⅡ
自分の個性を認識し、自分らしいポージン
グや服の見せ方、表情や表現力の幅を広げ
る

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

168 ○
セ ル フ プ ロ
デュースⅡ

芸能の世界での理想と現実の違い。それら
を認識させる為に、根本的な一人一人の強
みと弱みを浮き彫りにしてく作業を中心に
展開する。

２
・
前

30 1 ○ ○ ○

169 ○
セ ル フ プ ロ
デュースⅢ

芸能の世界での理想と現実の違い。それら
を認識させる為に、根本的な一人一人の強
みと弱みを浮き彫りにしてく作業を中心に
展開する。

２
・
後

30 1 ○ ○ ○

170 ○
パ ー ソ ナ ル
コーディネー
トⅡ

外見を創り上げる基本要素すべてを網羅す
る。フェイスシェイプ・ボディプロポー
ションを生かしていく技術を個人レベルに
落とし込んで学んでいく。TPOに合わせ戦略
的に外見を味方につけられるよう演出能力
を創り上げる。

２
・
前

30 2 ○ ○ ○

171 ○
パ ー ソ ナ ル
コーディネー
トⅢ

外見を創り上げる基本要素すべてを網羅す
る。フェイスシェイプ・ボディプロポー
ションを生かしていく技術を個人レベルに
落とし込んで学んでいく。TPOに合わせ戦略
的に外見を味方につけられるよう演出能力
を創り上げる。

２
・
後

30 2 ○ ○ ○



172 ○ 撮影Ⅱ
自分の個性を認識し、自分らしいポージン
グや服の見せ方、表情や表現力の幅を広げ
る

２
・
前

60 2 ○ ○ ○

173 ○ 撮影Ⅲ
自分の個性を認識し、自分らしいポージン
グや服の見せ方、表情や表現力の幅を広げ
る

２
・
後

60 2 ○ ○ ○

174 ○
メ ン タ リ
ティーメイキ
ングⅡ

モデル（芸能界にむけて）のメンタルの確
立とトータルピーアールのプロを目指す

２
・
前

30 2 ○ ○ ○

175 ○
メ ン タ リ
ティーメイキ
ングⅢ

モデル（芸能界にむけて）のメンタルの確
立とトータルピーアールのプロを目指す

２
・
後

30 2 ○ ○ ○

176 ○
イ ン タ ー ン
シップⅠ－Ⅰ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

１
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

177 ○
イ ン タ ー ン
シップⅠ－Ⅱ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

１
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

178 ○
イ ン タ ー ン
シップⅠ－Ⅲ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

１
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

179 ○
イ ン タ ー ン
シップⅠ－Ⅳ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

１
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

180 ○
イ ン タ ー ン
シップⅡ－Ⅰ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

２
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

181 ○
イ ン タ ー ン
シップⅡ－Ⅱ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

２
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

182 ○
イ ン タ ー ン
シップⅡ－Ⅲ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

２
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

183 ○
イ ン タ ー ン
シップⅡ－Ⅳ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

２
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

184 ○
イ ン タ ー ン
シップⅢ－Ⅰ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

２
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

185 ○
イ ン タ ー ン
シップⅢ－Ⅱ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

２
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○



186 ○
イ ン タ ー ン
シップⅢ－Ⅲ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

２
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

187 ○
イ ン タ ー ン
シップⅢ－Ⅳ

美容に携わるお仕事スタッフとして必要な
社会人基礎力を身に付ける

２
・
通

45 1 ○ ○ ○ ○

187

期

週履修方法：
原則として教育課程に定められている順序で履修する。着付けⅠは必
履修科目とする。

１学期の授業期間 15

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

卒業要件：

本校に修業年限以上在学し、所定の単位を修得し校長に卒業を認めら
れた者に、卒業の認定を行う。卒業に必要な単位数は科目配当表に示
すとおりとする。

１学年の学期区分 2

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 科目 294 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等


